
RS232C/Bluetooth コンバータ

ユーザーズマニュアル
WP-1-２６０5１６

第１版 2026 年 5 月

データリンク株式会社

ＤＢ－Ｐ２３２/W



はじめに

・ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗ（以下本機）は、ＲＳ２３２Ｃと Bｌｕｅｔｏｏｔｈを変換する

インターフェイスです。

・本機のＲＳ２３２Ｃポートは、ＤＴＥ（９ピンオス）とＤＣＥ（９ピンメス）を持っています。

ＲＳ２３２Ｃのケーブルを使用せずに機器と直結可能です。

・本機は、ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｍ（マスタ側）とＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｓ（スレーブ側）の１組で

使用します。

・ＲＳ２３２Ｃ機器間をＢｌｕｅｔｏｏｔｈで無線通信します。

・簡単に通信パラメータの設定が可能です。

１、梱包内容

・ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｍ １台

・ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｓ １台

・電源ケーブル ２本 （片側ＵＳＢ－Ａ、片側ｍｉｎｉＢ）

・ユーザーズマニュアル（本書）１部

・ＡＣアダプタ（ＵＳＢ ５Ｖ出力）は添付されていません。

２、特徴

・２台はペアリングされた状態で出荷されます。

・最長通信距離は、障害物が無い場合、おおむね２０ｍ程度（実測）です

３、使用環境

３－１）ＲＳ２３２Ｃ機器間で使用する場合

直結

ＵＳＢ電源（５Ｖ）

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

直結

ＵＳＢ電源（５Ｖ）

３－２）ＲＳ２３２Ｃ機器とＰＣ間で使用する場合

ＵＳＢケーブル

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

直結

ＵＳＢ電源（５Ｖ）

３－３）ＰＣのＶＣＯＭ間で使用する場合

ＵＳＢケーブル

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

ＵＳＢケーブル

DB - P232／WmRS232C機器

DB - P232／WsRS232C機器

DB - P232／WmPCの VCOM

DB - P232／WsRS232C機器

DB - P232／WmPCの VCOM

DB - P232／WsPCの VCOM



４、仕様

・物理的仕様

環境温度 ０～５０℃

環境湿度 結露なきこと

形状 横：３４ｍｍ 高さ：１６ｍｍ 奥行き：６５ｍｍ

重量 ３０ｇ

電源 ＵＳＢ ＡＣアダプタまたはＰＣ（ＶＢＵＳ）から５Ｖを供給

消費電力 非通信時 ６０ｍＡ

通信時 １２０ｍＡ

・インターフェイス

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ２．４ＧＨｚ １端末に対応。

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ＢＴ＆ＢＬＥデバイスに接続可能。

本機は、１０Ｋバイトの受信バッファを持っています。

・ＵＳＢは、単に電源を供給する場合と、ＶＣＯＭ（デバイス）としての通信機能を有します。

・ＲＳ２３２Ｃ仕様

←本機への入力信号
→本機からの出力信号

＊オスとメスの２つのコネクタを持ちます。
＊外部機器をどちらか１方のコネクタに接続します。
＊ＤＴＥ(ＣＨ１)はオス（ピン）です。
＊ＤＣＥ(ＣＨ２)はメス（ソケット）です。
＊ＤＴＥ（１番ピン）とＤＣＥ（１番ピン）は、内部的につながっています。
＊ＤＴＥ（９番ピン）とＤＣＥ（９番ピン）は、内部的につながっています。

５、通信パラメータの設定

ＲＳ２３２Ｃなどの通信条件を設定する場合、次の手順に従います。

１）弊社ＨＰを開き、「各種ダウンロード」を選択します。

２）「サンプルダウンロード」を開き、ページ上の「ProgramTool.exe」をダウンロードし、

PCへ保存します。

以降、後述の設定ソフト（ProgramTool.exe）の説明を御参照ください。

３）「Select Program Mode」のページで、この製品を選択します。

４）表示された画面上で、通信速度などの通信条件の設定を行ってください。

５）設定が終了すると、本機の緑ＬＥＤがフラッシングして、ペアリング相手である

ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｓを探します。

この時、ＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｓの電源が投入されて入れば、ペアリングが完了し、設定した

ＲＳ２３２Ｃの通信パラメータが／ｓへ送信されます。

両機の緑ＬＥＤが点灯し、以降通信が可能となります。

ピン番号 信号名 ＤＴＥ
(ＣＨ１)

ＤＣＥ
(ＣＨ２)

１ ＣＤ ＮＣ ＮＣ

２ ＲＸＤ ← →

３ ＴＸＤ → ←

４ ＤＴＲ → ←

５ ＳＧ ― ―

６ ＤＳＲ ← →

７ ＲＴＳ → ←

８ ＣＴＳ ← →

９ ＲＩ ＮＣ ＮＣ



６，通常の通信

機器の電源を投入すると、赤ＬＥＤがフラッシングし、その後、青ＬＥＤがフラッシング

します。 相手機器を認識すると２台は自動的にペアリングし、その結果、青ＬＥＤが点灯

しっぱなしになります。

一方の電源が切断されると、相手機器の青ＬＥＤがフラッシングします。

製 品 保 証

１ この製品の保証期間は、当社発送日より１カ年です。保証期間は､製品貼付のシリアルナンバーで

管理しています。

保証書はございません。

本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の障害について、当社はその責任を負わ

ないものします。

次のような場合には、保証期間内でも有償修理になります。

（１）お買い上げ後の輸送、移動時の落下、衝撃等で生じた故障および損傷。

（２）ご使用上の誤り、あるいは改造、修理による故障および損傷。

（３）火災、地震、落雷等の災害、あるいは異常電圧などの外部要因に起因する故障および損傷。

（４）当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

２ 次のような場合、有償でも修理出来ない時があります。ＰＣＢ基板全損、ＩＣ全損等、故障状態により

修理価格が新品価格を上回る場合。

３ 製品故障の場合、出張修理は致しておりません。当社あるいは販売店への持ち込み修理なります。

上記保証内容は、日本国内においてのみ有効です。

４ ユ－ザ－サポ－トのご案内

ユーザサポートのご案内

DB－P２３２/W に関するご質問、ご相談は、ユーザサポートまでお問い合わせ下さい。

データリンク株式会社 ユーザサポート

TEL ： 04-2924-3841㈹

FAX ： 04-2924-3791

Emai l ： support@data-link.co.jp

mailto:support@data-link.co.jp


設定ソフト（ProgramTool.exe）の説明

モジュールは未接続のままで、ProgramTool.exeをクリックすると、ＰＲＯＧモードに入り、次の表示

となります。

接続されるモジュール（例えばＤＢ－Ｐ２３２／Ｗｍ／Ｗｓ）を選択し、ＯＫをクリックしてください。

以下の表示となります。

ＵＳＢでモジュールを接続すると、赤ＬＥＤがフラッシングします。

接続が完了すると、次の表示になります。この時青ＬＥＤがフラッシングします。

例えば、ＣＯＭ＝７、ＢＡＵＤＲＡＴＥ＝９６００などは、接続したモジュール韓の

通信条件となります。

通信に必要なパラメータを設定します。

設定後、Ｕｐｄａｔｅ＆Ｒｅｂｏｏｔをクリックすると、モジュールにこの値が書き込まれ

Ｐｒｏｇｒａｍ Ｍｏｄｅから通常通信モードに入ります。




